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★ 本調査地点
??
D        50km
1 津島岡大遺跡 (縄文中期～近  16 津島福居遺跡 (古墳～室町) 36 北方中溝遺跡 (弥生～室町) 55 湯迫古墳群 (古墳前期)   72 赤田東遺跡・関遺跡 (弥生～
世)            17 お塚 (様)古墳 (古墳中期) 37 北方地蔵遺跡 (弥生～近世) 56 備前車塚古墳 (古墳前期)    室町)
2 田益田中 (国立岡山病院)遺 18 津島東遺跡 (縄文～室町)  38 北方薮ノ内遺跡(弥生～近世) 57 唐人塚古墳 (古墳後期)   73 関遺跡 (弥生)
跡 (縄文～近世)      19 朝寝鼻貝塚 (縄文前～後期) 39 北方上沼遺跡他(弥生～近世) 58 賞田廃寺 (飛鳥～室町)   74 百間川遺跡群 (縄文～近世)
3 白壁奥遺跡 (古墳後期)(製鉄〉 20 -本松古墳 (古墳中期)   40 上伊福遺跡・伊福定国前遺跡  59 備前国府関連遺跡      75 百間川原尾島遺跡 (縄文中期
4 津高住宅団地内遺跡群 (古墳  21 不動堂古墳            (弥生～近世)       60 備前国庁跡 (奈良～平安)    末～近世)
他)〈製鉄遺跡群を含む〉   22 妙見山城跡 (戦国)     41 L伊福遺跡 (弥生・古墳)  61 備前国府推定地 (南国民)遺 76 百間川沢田遺跡 (縄文中期～
5 佐良池古墳群 (古墳後期)  23 鎌田遺跡 (弥生他)     42 絵図遺跡 (弥生～平安)     跡 (弥生～鎌倉)        近世)
6 橘鉢池古墳群 (古墳後期)  24 津島新野遺跡 (弥生)    43 南方遺跡他 (弥生～近世)  62 南古市場遺跡 (奈良～平安) 77 百間川兼基遺跡(弥生～室町)
7 奥池古墳群 (古墳後期)   25 津島江道遺跡 (縄文～近世) 44 広瀬遺跡 (弥生)      63 北口遺跡          78 百間川今谷遺跡(弥生～古墳)
8 ダイミ山古墳 (古墳中期?) 26 北方長田遺跡 (弥生～近L) 45 上伊福 (立花)遺跡 (弥生～ 64 ハガ (高島小)遺跡 (奈良～  79・83 操山古墳群 (古墳後期)
9 津島東3丁目第 1地点(弥生・ 27 神宮寺山古墳 (古墳前期)    室町)             室町)           80 妙禅寺城跡 (戦国)
古墳)           28 青陵古墳 (占墳前期)    46・47 散布地         65 中井・南三反田遺跡 古墳群  81 操山219号遺跡 (1日石器)
10 宿古墳群 (古墳前期・後期) 29 石井廃寺 (奈良?～室町)   48 鹿 円 (県立岡山病 院)遺跡    (弥生～室町)       82 金蔵山古墳 (古墳中期)
11 片山古墳 (古墳前期)    30 津倉古墳 (古墳前期)       (平安・～鎌倉)      66 原尾島遺跡 (弥生～室町)  83 操山古墳群 (古墳後期)
12 烏山城跡 (戦国)      31 妙林寺遺跡 (弥生)     49 鹿田遺跡 (弥生～近世)   67 赤田西遺跡 (弥生～室町)  84 網浜廃寺 (飛鳥～平安)
13 七つ坑墳墓・古墳群 (弥生～ 32 上伊福西遺跡・尾針神社南遺  50 岡山城跡 (室町～近世)   68 幡多廃寺 (飛鳥～平安)   85 操山109号墳 (古墳前期)
古墳)             跡 (弥生～平安)      51 天瀬遺跡 (弥生～近世)   69・70 雄町遺跡 (縄文晩期～平  86 網浜茶自山古墳 (古墳前期)
14 都月坂墳墓・古墳群 (弥生～ 33 津島遺跡 (弥生～近世)   52 新道遺跡 (奈良～近世)     安)            87 操山103号墳 (古墳前期)
古墳)           34 北方下沼遺跡 (弥生～室町) 53 二日市遺跡 (弥生～近D   71 乙多見遺跡 (弥生)     88 湊茶臼山古墳 (古墳前期)
















































































古代には、条里関連の遺構として、坪境と推定される東西方向の大溝が検出されている (第1・ 3・ 6・7・
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b 中野雅美・根木 修 1986「上伊福九坪遺跡」『岡山県史 考古資料』
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小林青樹 2000「鹿田遺跡第9次調査」『岡山大学構内遺跡調査研究年報』16 1998年度








(18)宇垣匡雅 1999『百間川原尾島遺跡 3』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告88
平井 勝 1995『百間川原尾島遺跡4』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告97









(27)註18および岡山県教育委員会 1981『百間川長谷遺跡 当麻遺跡 I』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告46
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記号 調査次 文  献 発行年
1 岡山大学津島北地区小橋法目黒遺跡 (AW14区)の発掘調査 (岡山大学構内遺跡発掘調査報告第1集) 1985




f 6・ 7 津島岡大遺跡6(岡山大学構内遺跡発掘調査報告第9冊)
8 津島岡大遺跡5(岡山大学構内遺跡発掘調査報告第8冊) 1995
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図4 検出遺構全体図







番号 時期 地区 平面形 断面形
規模 (cm)
底面標高 (m)長辺 短辺 深 さ
1 縄文時代後期 BC19-16・2
b.土坑
番号 時期 地区 平面形 断面形
規模 (cm)
底面標高 (m)
長辺 短辺 深 さ
1 縄文時代後期 9-18 円形 U字形
弥生時代早期 9-47 楕 円形 皿 形
3 縄文後期～弥生早期 9-58 不整円形 皿 形
4 弥生時代早期 9-75 不整方形 皿 形
弥生時代早期 BC19-75 不整円形 U字形
弥生時代早期 BC19-76 不整円形 U字形
7 弥生時代早期 BC19-96 楕円形 逆台形
縄文後期～弥生早期 BC19-98 不整楕円形 皿形 199
9 近 世 BC19-78 隅丸方形 箱形 212
近 世 BC19-78 (52)
近 世 BC19-78
近 世 BC19-78 (隅丸方形 ) 逆台形
近世 BC19-78 不整円形 半円形
近 世 BC19-98 円形 逆台形 (150)
近 世 BC20-08 方形 逆台形 144
近世 BC19-16 長楕円形 不整形 8
近世 BC19-35～36 長楕円形 すり鉢形
近 世 BC19-36 楕円形 U字形
近世 BC19-36 方形 丸底
近 世 BC19-46 長楕円形 U字形 122
近 世 BC19-46 長楕 円形 U字形 222
近 世 BC19-45 楕円形 半円形 297 71 205
近 世 BC19-46 円形 箱形 229
近 世 BC19-46 不整円形 箱形 212
近世～近代 BC19-48 円形 箱形
近世 BC19-48 円形 箱形
近世 BC19-57-58隅丸方形 逆台形
近世 BC19-58 隅丸方形 (逆台形 ) 1250)
c.溝




1 弥生～古墳時代 逆 ゴЛ移 西北西 ―東南東 40-70 43-´57 E188→W173
2 弥生～古墳時代 U 形 東北東 ―西南西 30-70 11～29 205～210
弥生～古墳時代 U字形 北西 ―南東 30～45
弥生～古墳時代 皿形 北西―南東 7
弥生～古墳時代 皿形～逆台形 東―西 25-40 7-10 E219→W213
弥生～古墳時代 皿形 東北東―西南西 20-45 3-8 E226→W220
5 (古) 弥生～古墳時代 (198)、(205)
5 (新) 古墳時代後期 U字形 東―西、北東―南西 50-120 26-49 E2.05→Wl.88
古墳時代後期 皿形 北西―南東 45-70 12-22 W210→E200
古墳時代後期 皿 形 東―西 3
6 弥 生 ～百 瑣 時代 皿 形 ―西 (135)
7 古代後半 皿 形 東―西 30-140
古代後半 皿形 北―南、東―西 40～160
古代後半 皿形 東―西 30-´65
古代後半 皿形 東―西 30-130
古代後半 皿形 北東―南西 7 228
近世 皿形 東―西 265
近世 皿形 東―西




近世 丸底 東―西 7 262
近世～近代 逆台形～U字形 東―西 292
近世 箱形～逆台形 北―南 20-40
近世 箱形 東―西 20～30 276
近世 箱形～逆台形 北―南、東―西 25-35 12-15 267-275
近 世 皿形 東―西 34-60
近 世 (皿形 ) 東―西 30-40
近 世 (皿形 ) 東―西 28-48 3-5 2.72
近 世 皿形 30-46 3-4 272
近 世 逆台形 北 ―南 20-30 260～266
( )は残存の実測値 を示す
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図5 発掘調査地点
20-O0    19-80    19-60    19-40    19-20    19-00
J.「

















―-  12  -―
層序と地形
ここでは、自然地形の推移をよく示す北壁中央部 (B断面)・ 2区東西ベルト(C断面)に加えて、調査区全体
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図14 土坑4
番号 器 種 特 徴 胎 土 色 調 (内/外)
































































































番号 器 種 特 徴 胎 土 色 調 (内/外)




























































































0      型
番号 出土層位 器 種 特 徴 色 調 (内/外) 胎 土
1 11層 縄文土器・深鉢 (内 (外)摩減、福田K2式 淡黄/黄灰 粗砂～細礫
11層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)平行沈線文・縄文(RL)、福田K2式 にぶい黄橙/灰黄褐 細砂
11層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)平行沈線文・縄文(RL)、福田K2式 にぶい橙 微砂
12層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)条痕 灰白/灰褐 細砂
11層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)沈線・刺突、縄文不明 にぶい黄橙/褐灰 微砂
11層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)2本沈線・摩滅/縄文不明、福田K2式 にぶい黄橙 細砂
12層 縄文土器・深鉢 (内 (外)摩滅、日縁肥厚部に縄文(RL) 灰自 粗砂
11層 縄文土器・深鉢 (内 ミガキ、(外)沈線3本・磨消縄文、中津式 黒褐/黄灰 細砂
11層 縄文土器・深鉢 (内 摩滅/ナデ、(外)沈線5本・磨消縄文、福田K2式 褐灰/灰黄褐 細砂
11層 突帯文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)摩減/ナデ、突帯 :三角形(低い)・右D字・回縁部に右D字刻みあり 褐灰/灰白 粗砂
11 11層 突帯文土器・深鉢 (内 ヨコナデ、(外)ナデ(不明瞭)、 突帯 :カマボコ形・開V字 橙/にぶい橙 微砂～細砂
11層 突帯文土器・深鉢 (内 ヨコナデ、(外)ナデ→沈線文、突帯 :三角形・右D字、口縁端部に右D字もしくは0字の刻みあり 褐灰/灰黄褐 細 砂
11層 突帯文土器・深鉢 (内 摩減/ナデ、(外)ナデ→沈線文、突帯 :三角形・右D字 にぶい黄橙/にぶい橙 粗砂
11層 突帯文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)ヨコナデ、突帯 :三角形・刻みなし? にぶい橙/にぶい黄橙 細砂
11層 突帯文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)ナデ、突帯 :三角形 。右D字 灰白/にぶい橙 粗砂
11層 突帯文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)ヨコナデ、突帯 :三角形・0字、摩滅著 しし 褐灰/にぶい黄橙 細砂
11層 突帝文土器・深鉢 (内 摩滅/ナデ、(外)摩滅/ナデ、突帯 :三角形・O字 橙/にぶい黄橙 細砂
11層 突帯文土器・深鉢 (内 摩・l■/ミガキか ?、 (外)ナデ・沈線、突帯 :三角形・右D字、日縁端部にO字の刻みあり にぶい褐/灰褐 微砂
11層 突帯文土器・深鉢 (内 摩滅/ナデ、(外)ナデ→沈線文 灰褐/黒褐 細砂～粗砂
11層 突帯文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)摩滅/沈線文 黒褐/灰黄褐 細砂
11層 突帯文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)沈線文(細) にぶい黄橙/灰黄 粗砂
11層 突帯文土器・深鉢 (内 摩滅、(外)沈線文鰈日) にぶい黄橙/灰黄褐 細砂
11層 突帯文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)ナデ・横位沈線 1条+沈線文 浅黄/黒褐 細砂
11層 突帯文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)摩滅/ナデ・沈線文 にぶい黄橙/灰黄 細砂
11層 突帯文土器・深鉢 (内 ナデ、(外)沈線文(細) にぶい黄橙/灰褐 粗砂～細礫
11層 ,多鉢 (内 ナデ・沈線2条(3条の可能性あり)、 (外)ナデ、傾き不明確 灰白/灰黄 粗砂～細礫
1la層 浅鉢 (内 ナデ・沈線3条、(外)ナデ(丁寧) 灰白/褐灰 細砂
11層 浅鉢 (内 丁寧なナデ・沈線3条、(外)ケズリ→ナデ、傾き不明確 灰黄褐/褐灰 粗砂
11層 浅鉢 内 摩滅/ナデ・沈線3条、(外)ナデ、傾き不明確 灰白/黒 粗砂
図22 〈11層〉・〈12層〉出土遺物:土器1
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調査の記録























番号 出土層位 器 種
法 量
特 徴 色 調 (内/外) 胎 土
底径
11層 弥生土器・甕 (内 摩減/ナデ ?、 (外)ヨコナデ、口縁端部に刻み(残存不良)、 沈線3条 灰褐/にぶい橙 粗砂
11層 弥生土器・甕 (内 ヨコナデ、(外)ヨコナデ、日縁端部に刻み にぶい橙/灰褐 細砂
11層 弥生土器・壺 (内摩滅/ミガキ ?、 (外)ナデ・木葉文 (沈線5条) 灰黄褐 細砂～細礫
12層 底部 内 ナデ、 (外)表面剥落/指オサエ にぶい黄橙/黒褐 粗砂～細礫
11層 底部 (内 ナデ、(外)ヨコナデ 灰 褐 細 砂
11層 底部 (内 ナデ、(外)ナデ 褐灰/明赤褐 粗砂～細礫
11層 底部 (内 摩滅/ナデ、(外)ヨコナデ 灰/明赤褐 細
'礫
11層 底部 (内 ナデ、(外)摩滅/ナデ にぶい黄橙/にぶい赤褐 微砂
11層 底部 (内 ナデ、(外)ナデ (不明瞭)、 表面にFe付着 灰褐 細砂
11層 底部 (内 ナデ(板ナデ ?)、 (外)板ナデ 灰黄褐/にぶい黄 粗砂
11層 底部 (内 ナデ、(外)摩滅/ナデ?、 底面に籾圧痕 ?あり にぶい黄橙/灰黄褐 粗砂
11層 底部 (内 ナデ、(外)ヨコナデ にぶい黄橙/にぶい褐 細砂
図23 〈11層〉・〈12層〉出土遺物:土器2
















































番号 出土層位 器種 最大長 (cm) 最大幅 (clll) 最大厚 (cm) 重量 石 材 特 徴
11層 石鏃 1.72 037 サヌカイト 基部 をわずかに欠損、凹基式
11～ 12層 石鏃 サヌカイト 基部 を二部欠損、先端わずかに欠損、凹基式
11層 石鏃 (147) サヌカイト 先端欠損、凹基式
11層 石鏃 222 027 サヌカイト 基部欠損、先端わずかに欠損、凹基式
11～ 12層 石鏃 027 サヌカイト 完形、凹基式
層 石鏃 サヌカイト 基部欠損、凹基式
層 石鏃 サヌカイト 基部欠損、凹基式
層 石鏃 サヌカイト 完形、凹基式
層 石鏃 サヌカイト ほぼ完形、凹基式
0 層 石鏃 217 サヌカイト 凹基式
1 層 石鏃 2.09) 035 サヌカイト 先端わずかに欠損、凹基式
2 層 石鏃 032 サヌカイト 基部欠損、凹基式
3 層 石 鏃 サヌカイト 完形、平基式
4 層 石 鏃 220 サヌカイト 完形、平基式
5 層 石 鏃 033 サヌカイト 先端を欠損、平基式
6 層 石 鏃 サヌカイト 先端破損、平基式
S7 層 石鏃 209) サヌカイト 基部破損、型式不明
8 11～ 12層 石鏃 (219) 057 サヌカイト 先端・基部欠損、平基式
図24 〈11層〉・(12層〉出土遺物:石器 1

























番号 出土層位 器 種 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重量 (g) 石 材 特 徴
11層 スクレイパー 175 サヌカイト 自然面残存
S20 11層 スクレイパー 587 056 112 サヌカイト 風化著 しく、 白灰色呈す
11層 石斧 (570) 安山岩 未成品
S22 11層 楔形石器 サヌカイト 片側に剪断面あり
S23 11層 楔形石器 サヌカイト 片側に剪断面あり
11層 楔形石器 サヌカイト 片側に剪断面あり
S25 11層 楔形石器 102 サヌカイト 片側に剪断面あり





























































































溝5        溝 1
1.淡茶灰色粘質±   7.青灰色粘質土











































図28 溝 1 205






























































(S=1/30)    lm
図29 溝2～5































溝5(古)     6.灰橙褐色粘質土


















?             (S=2/3)           5,m
(S26)
番 号 器 種 特 徴 色 調 (内/外) 胎 土
l 須恵器・杯蓋 (内)・ (外)回転ナデ 淡青灰 微砂・堅緻
2 須恵器・杯蓋 (外)一部に暗緑灰の自然釉 淡青灰/暗灰 微砂・堅緻
番 号 器 種 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重量 (g) 石 材 特 徴







































































































1 明灰白色砂質±  2.明灰～灰橙褐色砂質土






























番 号 器 種 特 徴 色調 (内/外) 胎 土
1 須 忠 器 ・杯 身 (内)。 (外)回転ナデ 灰 白 微 砂 ・ 堅緻














































? 6=]βO  P






















番号 出土層位 器 種 法量 (cm) 特 徴 色 調 (内/外) 胎 土口径 底径
1 10層 突帯文土器・深鉢 (内)・ (外)摩減、突帯 :三角形・V字 灰黄褐/褐灰 細砂
2 9～11層上面 突帯文土器・深鉢 (内)摩滅/ナデ・沈線文、(外)摩滅/ナデ、突帯 :三角形・開V字 灰白/明黄褐 細砂
3 10層 突帯文土器・深鉢 (内)摩滅/ナデ、(外)摩滅/ナデ、突帯 :カマボコ形・右D字 にぶい橙/にぶい黄橙 粗砂～細礫
4 8～ 9層 突帯文土器・深鉢 (内)ナデ、(外)ナデ→沈線文、突帯・三角形(低い)・刻みなし 橙褐/淡黄褐 粗砂
5 8～ 9層 浅鉢 (内)ナデ→沈線3条、(外)摩滅/ナデ 茶褐/淡褐 微砂～細
9～11層上面 突帯文土器・深鉢 (内)ナデ、(外)ナデ→横位沈線 1条十沈線文 にぶい黄橙/灰褐 粗砂～細石
7 8～ 9層 須恵器・杯身 (内)回転ナデ、(外)回転ナデ・緑灰色の自然釉付着 灰 微砂・精良
9層 須 忠 器 ・杯 身 (内)回転ナデ、(外)回転ナデ 灰 白 微砂
8～9層 土師質・杯 (内)ナデ、(外)かなり丁寧なナデ 淡橙 微砂～細砂
8～9層 土師質・椀 (内)・ (外)丁寧なナデ 茶褐 微砂
11 8～9層 土師質・椀 (62) (内)丁寧なナデ、(外)ナデ 淡灰黒/淡褐 細砂
8～9層 土師質・椀 (内)ナデ・重ね焼き痕、(外)ナデ 淡黄白褐 微砂・精良
8～9層 土師質・椀 (57) l内)。 (外)丁寧なナデ、底部はヘラ切 り→丁寧なナデ 黄橙褐 微砂・精良
9層 土師質・皿 摩滅/ナデ ? 橙 細 砂
8～ 9層 土師質・皿 (内)・ (外)ナデ 暗茶褐～褐/淡茶褐 細 砂
8層上面 青磁 ・碗 うす く丁寧な施釉、内・外 ともに貫入、龍泉窯系 淡オリーブ灰 微砂・堅緻
17 8～ 9層 上師質・鍋 (内)横方向のナデ、(外)ナ メハケメ→ヨコナデ 茶 褐 微砂・鉱物粒
8～ 9層 瓦質・釜 (内)・ (外)ヨコナデ 灰 微砂
9層 平 瓦 (内)布日、(外)丁寧なナデ 灰 微砂
図37〈8層〉～(10層〉出土遺物:土器
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調査の記録






































番号 出土層位 器種 最大長 (cm) 最大幅 (cm)最大厚 (cm) 重量 (g) 石 材 特 徴
S27 10層 石鏃 031 サヌカイト 基部欠損、凹基式
S28 10層 石鏃 サヌカイト 基部欠損、凹基式
S29 10層 石鏃 サヌカイト 先端破損、凹基式
8～ 9層 石鏃 (158) 033 サヌカイト 先端を欠損、凹基式
8～ 9層 石鏃 038 サヌカイト 基部破損、平基式
S32 9～11層 石鏃 (203) サヌカイト 先端わずかに欠損、平基式
8～ 9層 石鏃 (200) 11 サヌカイト 先端欠損、平基式
9層 石鏃 サヌカイト 完形、平基式
9層 石鏃 サヌカイト 基部を一部欠損、平基式
8～11層 石 鏃 241 サヌカイト 基部欠損、平基式
S37 10層 石鏃 サヌカイト 完形、平基式
8～9'書 石鏃 サヌカイト 基部両側欠損、平基式
S39 8～ 9層 石鏃 サヌカイト 基部側破損
8～9層 石鏃 (099 サヌカイト 基部破損、凹基式
9～11層 石鏃 サヌカイト 基部欠損、平基式、両側縁に快 りが入る
S42 8～ 9層 石鏃 (400) [27 057 サヌカイト 基部・先端欠損、凸基有茎式
図38〈8層〉～〈10層〉出土遺物:石器 1



























番号 出土層位 器 種 最大長 (cm) 最 大 幅 (cm) 最大厚 重量 石 /1/ 特 徴
8～9層 スクレイパー 092 サヌカイト 表面にFe沈着、自然面残存
8～ 9層 スクレイパー サヌカイト 石剣・石庖丁の破損品の可能性あり
9～11層 石核 25.1 サヌカイト
10層 楔形石器 248 255 サヌカイト 片側に剪断面あり
8～ 9層 楔形石器 308 サヌカイト 片側 に剪断面あ り
S48 8～ 9層 楔形石器 2.42 サヌカイト 片側に剪断面あり
S49 8層 楔形石器 サヌカイト 片側に剪断面あり
S50 8～ 9層 砥 石 1532) 泥 岩
―-  39  -一
番号 出土層位 器 種 長 さ (cm) 最大幅 (cm) 重量 (g) 特 徴
























9   (S=1ィ400)  19m
図41 中世検出遺構全体図







































? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?0
番号 器 種
法量 (cm) 特 徴 色 調 (内/外) 胎 土
口径 底径
l 白磁・碗 施釉うすく丁寧、光沢あり、椀Ⅳ類 灰 白 微砂・堅級
2 青磁・碗 (内)貫入、施釉うすく丁寧 淡灰緑 微砂・堅級
3 白磁・皿 (内)貫入、白釉、皿Ⅷ類もしくはV類 白 微砂・堅緻
4 土師質・皿 (76) (内)・ (外)ヨコナデ、底部は回転ヘラ切 り後に粗いナデ 乳白褐 微砂・精良
5 瓦質・釜 (25.8) (内)・ (外)回転ヨコナデ 灰 黒 微砂
6 備前焼・橘鉢 (内)・ (外)回転ヨコナデ 灰/灰黒 粗砂・堅緻
7 備前焼・橋鉢 (内)回転ヨコナデ・6条1組条線、(外)回転ヨコナデ・接合部は粗い調整・自然釉付着 淡茶/淡赤茶 粗砂・堅緻
8 備前焼・信鉢 (138) (内)丁寧なナデ→条線9本1組、(外)ヨコナデ 淡茶/淡茶褐 粗砂・堅緻
9 橘鉢 (内)条線(隙間なく)、 (外)ナデ・施釉、瀬戸・美濃系か 淡黄褐/(釉)赤茶 微砂 ・堅緻
番号 器種 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重量 石 材 特 徴
砥石 流紋岩 片面に研磨面あり
S52 砥 石 (327) ホルンフェルス 4面に研磨面あり、破損品
S53 砥 石 220 流紋岩 表裏両面に研磨面あり
磨 石 1947 流紋岩 使用部が平 らになっている
番号 器種 長さ 最大幅 (cm) 重量 ( 特 徴
N12 釘(角釘) 11 頭頂部つぶれあ り
N13 釘 2片接合
N14 釘 ?(角釘 ?) 上部に斜めに針金状のものが巻きついて同体化 し錆びついている
図42〈4層〉～(7層〉出土遺物
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?              (S=2/3)           5,m
図47 土坑14・ 15・出土遺物
「A
番号 器種 最大長(cm)最大幅(cm)最大厚 (cm)重量 (g) 石材 特徴
S55石 匙 629 サヌカイト 完形、横長剥片素材。刃部は片面から、急斜度の調整
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調査の記録





































































?             (S=.1/3)           lPCm
図51 近世土坑A類と溝180水門1の位置関係
番号 器種 法量 (cm) 特徴 色調











残 りは全面施釉 白 微砂・堅緻














































































3.明灰褐色±   13.明灰色砂質土
4 明灰茶褐色砂質± 14.明淡灰色粘土




















0  (S=1/50) lm
図53 近世土坑A類(土坑23～26)OC類



















2 暗灰茶褐色砂質±  5.黒色混灰褐色土
3.橙色混灰褐色±   6.灰褐色土
土坑22
1.灰黄褐色砂質±   4.































































































































番号 種 類 径 (cm)厚さ(cm)重 量 特 徴
A/15 寛永通宝 非常に残 りがよく光沢を保つ




























































番号 器 種 木取 り 法 量 (cm) 形態・手法ほか長 さ 幅 厚 さ
Vヽl 水門部材 芯持ち削 り出し 下端を擬宝珠状に加工 しており、欄干の親柱からの転用とみられる
W2 水門部材 芯持ち削 り出し Wlと同一材 とみられるが接合せず、Wlと同様の転用材 とみられる
図59 水門2音5材



















a___SD19 29m a'  b__旦D20 29mb,  c  SD21 29mc,  d SD21 29md,
薇 蒻 鋏
e____ SD22  29me'   f___SD23 29mf,   g_  SD24  29mg'





























特 徴 色 調 (内/外) 胎 土
底 径
l 施釉陶器・碗 (内)回転ナデ・薄く施釉、(外)回転ナデ・底部回転ヘラ切 り 黄褐灰/淡茶 微砂・堅緻
2 土師質・鍋 (内)丁寧なヨコナデ、(外)工具によるやや粗いナデ 茶褐 微砂













120-00   119-80   119-60   119-40   119-20   119-00
プラント・オパール分析は、宮崎大学の宇田津徹朗氏に依頼し、2007年12月18日にサンプル採取を実施した。)。










試料名 地点・層準 種類 前処理 波1定法
放射性炭素年代測定
9   (S=1ィ800)  29m
図62 自然科学分析サンプル採取地点
3区、土坑5 炭化物 超音波洗浄、酸―アルカリー酸処理 AR/1S
1区、焼土 。炭化物集中部1  炭化物 超音波洗浄、酸―アルカリァ酸処理 AR/1S

















-27.73±0.12  3915±25 BC2470-2400(43.2%)
BC2390=2340(25.0%)
10933





















Bronk Ramsey C.(1995)Radiocarbon Calibration and Analysis of Stratigraphy,The OxCal Program,RadiocarbOn,37(2),pp.425-430.
Bronk Ramsey C.(2001)Development of the Radiocarbon Program OxCal,Radiocarbon,43(2A),pp.355-363.





















































































4.0       8.0
×103     ×102
完形殻保存率 (%)
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学』 17, pp.73--85, 1984
図65 プラント オパール顕微鏡写真
※写真中のスケールは50ミクロン
































































































(1la〉-2 935 12,150 14,953
(1lb)-1 28,74620,035
(1lb〉-2 1,136 21,591 1.136
(12a〉 7,710 1.402



















① 1,489 0 20,40511,190
②-1 6,794 0 30,072 15,0362,148
②-2 8,372 36.375 14.1051,485
③-1 1,989 52,538 20,558
③-2 0 828 61,273 22,356
④ 0 29,449 2,008


















(12b〉-3 553 13,261 3,868 0
(12c)-1 1,555 9,331 3,888 0
















(1lb)-1 0 0 28,46713,139 2,190
(1lb〉-2 0 26.63215,666
(1lc〉 11,888 7,692 0


















(1la〉-1 0 736 2,945 8.834
(1la〉-2 0 5,221 9,571 0
(1lb〉 0 0 13,753 12,9440
(1lc〉-1 0 20,04811,456 0
(1lc)-2 0 13,079 4,756 0
(1ld〉 0 0 21,3334,000 0















(1la)-1 0 0 11,190
(1la)-2 0 0 15,036 2,148

















































































































































































14次―溝16:y=-2736m (中世、柵列もしくは道路)?   (S=1/9,000) 20Pm
26次―溝11:y=-330.lm (近世～近代)
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考  察








2005年度立会 (プー ル改修)地点O AUラインから南へおよそ420mを測る地点である。幅60cmを測る東西方向
の溝が確認されている。



















2005年度立会 (プー ル改修)地点O AUラインから南へおよそ420mを測る地点で確認した東西溝である。南側
に畦畔を伴う。








































南北軸では3次―溝15、 9次―南北畦畔 (南側)、 28次―道路状遺構、30次一段 1、 2007年度立会 (理学部公共下
水道)地点である。東西軸では、 3・6・ 9。12・22次―東西溝、26次―溝11、 2次C地点―近代溝である。一
方で、中世の地割に合致しない遺構が一定数認められ (5次―溝 1、 8次―溝71・72、19次―道路状遺構、30次
―溝18、2005年度立会 (プー ル改修)地点)、 それは中世段階の遺構においてすでにみられるようである (6次―



































































































(2)岡田 博 1998『北方下沼遺跡 北方横田遺跡 北方中溝遺跡 北方地蔵遺跡 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告126』
岡山県教育委員会
島崎 東ほか 2003『津島遺跡4 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告173』岡山県教育委員会
高田恭一郎 2000『北方地蔵遺跡2・北方薮ノ内遺跡 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告149』岡山県教育委員会
平井 勝 2000『津島遺跡2 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告151』岡山県教育委員会











(7)光本 順 2005『津島岡大遺跡15』 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
(8)前掲註6文献















(22)山本悦世 。岩崎志保 2003『津島岡大遺跡11』 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
(23)岩崎志保 2005「条里の溝について」『津島岡大遺跡16』 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
高重 進 1989「山陽道」『岡山県史 第三巻 古代Ⅱ』
【参考文献】
石田 寛 1962「岡山市域の条里」『岡山市史 (古代編)』
高重 進 1989「条里制」『岡山県史 第三巻 古代Ⅱ』
永山卯三郎 1952『岡山縣農地史』農地改革記録編纂委員会







































―-  73  -―
22価 吻 憚
図22-1      
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